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〈
論
文
要

旨
〉
　
専
修

寺
に
は

建
長
二

年

2
二

五
〇）

に

親
鸞
が
末

娘
覚
信
尼
に

与
え
た
と

さ
れ
る

「

建
長
二

年
文
書
（
「

三

夢
記
」

）

」

が

伝
来

し
て

　
い

る
。

従
来
後
世
の

偽
作
と
さ
れ
て

き
た

こ

の

文
書
で

あ
る

が、

古

田
武
彦
が

『

親
鸞
思

想

−
そ
の

史
料
批
判
』

（
冨
山

房、

一

九
七
五

年
∀

等
に

　
お
い

て

真

作
説
を

提
唱
し
て

以

来
そ
の

真
偽
が
議
論
さ
れ
て

き
た
。

今
回

筆
者
は

コ

ニ

夢
記
」

に

添
え
ら

れ
た

「

書

簡
」

の

「

親
鸞
が
建

長
二

年．

覚

　
信
尼
の

要
請
に
応
え
て

『

四
十
八

願
文
』

と
と

も
に

「

か
た

み
」

と
し

て

与
え
た
」

と

い

う
記
述
に

着
目、

検
討
を

加
え、

「

三

夢
記
」

が

偽
作
で

あ

　
る

こ

と
、

併
せ
て
、

元
久
二

年
（

一

二

〇

五
）

の

親
鸞
の

改
名
　
　

従
来
は

「

綽
空
」

か

ら
「

善
信
」

へ

の

改
名
で

あ
る

と

考
え

ら
れ
て

い

た
が
、

筆

　
者
は
こ

れ
を

「

親
鸞
」

へ

の

改

名
で

あ
る

と

考
え
る

　
　
を

促
し
た
と

さ
れ
る

建
久
二

年

蛮

一

九
一
・

親
鸞
十
九

歳
）

の

磯
長
の

聖
徳
太

子
廟
で

の

　
夢
告
が
史

実
で

は

な

い

こ

と

を

論
証
し

て

い

く
こ

と
と

す
る
。

〈
キ
ー

ワ

ー

ド

〉
　
親
鸞、

覚
信
尼、

夢
告

、

「

三

夢
記
」 、

古
田
武
彦
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は

じ
め

に

　

建
長
二

年

二

二

五

9
四

月
五

目
に

親
鸞
が
末
娘

覚
信
尼
に

与
え
た
と
さ

れ
る

文
書

、

従
い

「

建
長
二

年
文
書
〔
「

三

夢
記
」）
」）

が

専
修
寺
に

伝
わ
っ

て

い

る
。

　

　

親
鸞
夢
記
云

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
ノ

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ニ

　
　
　

ノ

　
ク

　

　

建
久
二

歳
辛

亥

暮
秋
仲
旬
第
四

日

夜、

聖
徳
太
子

善
信
告
勅
言

通

称
「

三

夢
記
」

（
以

下
、

古
田
武

彦
の

用
語
に
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カ

サ
ン

ソ

ン

ク
エ

チ
ン

シ

ヤ
カ

イ

　

　
ニ

チ

イ
キ

　

シ

ヤ
ウ

サ

ウ

　

　

テ

　

　
タ

イ

　

　

　

　

　

カ

ケ
ウ

　
　

　

我
三

尊
化
塵

沙
界

　
日
域

大

乗

相
応
地

　
諦
聴
諦

聴
我
教
令

　
　

　
　ニ
ヨ

メ
イ
コ

ン

　

　

　

ヨ

サ
イ

　
ミ

ヤ

ウ
シ
ユ

ソ

ク

　

シ

ヤ

ウ

　

　
　

　

セ
ン

　

　

　

　

　
シ
ン

ホ

れ
チ

　
　

　

汝
命
根
応

十
余
歳
　
命
終
速

入
清
浄
土
　
善
信
善
信
真

菩
薩
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シ
テ

　
ク

　
　
正
治

第
二
庚

申

十
二

月
上

旬
、

睿
南
旡
動

寺

在

大
乗
院
ハ

同
月
下

旬
終
日

前
夜
四
更

、

如

意
輪
観
自
在

大
士

告
命

言

　
　

　
　
セ
ン

サ

イ

　

　
　

ニ
ヨ

ク

ワ

ン

シ

ヤ

ウ
マ

ン

ソ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

　

　
マ

タ

　
　

　

善

哉
善
哉
汝

願

将

満
足
　
善
哉

善
哉
我
願
亦
満
足

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ク
　
セ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

タ
イ

ホ

サ

チ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
シ

テ
　

　
　
ニ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
ク

　
　
建

仁
元
歳
辛

酉

四

月
五

日

夜
寅
時

、

六

角
堂

救
世
大

菩
薩
告
二

命

善
信
二

言

　
　

　
　
　

シ
ウ

ホ
ウ

ニ

シ

テ
タ

ト
ピ

　

　
ボ
ム

ス

ト
モ

　
　
ワ
レ

ナ

リ
テ

キ
ヨ

ク
ニ

ヨ
ノ

ミ

ト

　
ラ
レ

ン

ボ
ム
セ

　

　
　

シ

ヤ
ウ

　

ア

イ
タ
ヨ

ク

シ

ヤ
ウ
コ

ン

シ
テ

　
　
リ
ン

シ
ユ

イ

ン

タ
ウ
シ

テ

　
セ

シ

メ
ム

　
　

　
　

行
者
宿
報

　

設

女
犯

　
　

我

成

玉

女

身
被
　
犯

　
　一

生
之

問

能

荘

厳

　
　

臨
終
引
導

　
生

　

極
楽
　
文

　
　

　
キ
ヤ

ウ
ン

ヤ

シ
ウ

ホ
ウ

　

　

セ

チ

　
ニ

ヨ

ボ
ム

　

　

　

　

カ

ソ

ヤ

ウ

キ
ヨ

ク
ニ

ヨ

　
シ
ン

ヒ

　
　
ボ
ム

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

リ
ム

シ
ユ

イ

ン
タ

ウ

　
シ

ヤ

ウ

　
　
干
時
建
長
第
二
庚

戌

四

月
圧

日

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

愚
禿
釋
親
鸞

絆

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

書
之

　
　

　
　
　

釋

覚
信
尼
＼

　
こ

の

文
書
に

記
さ

れ

た

三
つ

の

夢
告
ー

建
久
二

年
（

＝

九
一
・

親

鸞
＋
九

歳
）

九

月
十
四

日

の

磯
長
聖

徳
太
子
廟
夢
告

、

正

治
二

年

（

．

二

〇

〇
・
、

一
＋
八

歳
）

十
二

月
二

十
八

日

の

無
動
寺
大
乗

院
夢
告

、

そ
し
て

建
仁
元
年
（

＝
一
〇

丁
ニ

レ

九
歳）

四

月
五

日
の

六
角
堂

夢
告
の

う
ち
、

第
三

の

六

角
堂

夢
告
は

、

専
修

寺
蔵
の

真
仏

「

経
釈
文
聞
書
』

に
、

　
　

親
鸞
夢
記
云

　
　

　
　
ノ

ク

　
セ
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六

角
堂

救
世
大

菩
薩

示

現
　
顔
容
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政

之
僧

形
一

令
三

服
二

著

白

衲

御
袈
裟一

端
二

座

広
大
白
蓮
【

告
二

命

善

信
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ホ
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行
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設
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ヘ
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ヤ
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ヤ
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シ
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ト
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ヲ

　
　

救
世

菩
薩
誦
二

此
文
一

言

　
此

文
吾
誓
願
ナ

リ

　
一

切
群
生
可
二

説

聞一

告

命
　
　
　
　

因
二

斯
告

命
一

数
千
万

有

情

令
三

聞
二
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「二 夢記」考

　

　
オ

ホ
ユ

テ

ラ
サ
メ（
姑

　

　
覚

夢
悟
了

と

記
さ
れ

、

同
じ
真

仏
筆
の

「

六

角
堂

夢
想
偈
文
」

（

断
簡
〉

が
こ

れ
も

専
修
寺
に

伝
来
し

て

い

る
こ

と

か
ら
、

年
時
の

問
題
は

あ
る

が
、

史
実
を

反

映
し
た

も
の

と

考
え
て

差
し

支
え
は

な
い

。

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　（
2）

　
し

か
し

、

そ
の

他
二

つ

の

夢
告
は

、

室
町

末
期
の

成
立
と

思
わ
れ

る

伝
存
覚
作
『

親
鸞
聖
人
正

明
伝
』

、

江

戸
中
期
の

五

天

良
空
作

「

高
田

開
山

親
鸞
聖
人
正

統
伝
』

と
い

っ

た

後
代
の

い

わ

ゆ

る

談
義
本
系
親
鸞
伝
に

初
め

て

登

場
し

、

覚

如
の

『

親
鸞
聖
人

伝
絵
』

や

荒
木
門
徒
系
の

『

親
鸞
聖
人

御
因
縁
』

と
い

っ

た

初
期
の

親
鸞
伝
に

は

登
場
し

て

い

な
い

。

　

ま
た
こ

の

「

建
長
二

年
文
書
」

も

史
料
の

形
態

自
体

、

干
支
が

斜
め

書
き
で

あ
る

な
ど

江

戸
期
成
立
の

特
徴
を

示
し
て

お

り
、

内

容
・

形
態
か
ら
し

て

後
代
の

偽
作
文

書
と

見
な
さ

れ

て

き
た

。

　
し

か
し

、

古
田
武
彦
が

「

親
鸞
思
想

i
そ
の

史

料
批

判
』

（
冨
山
房、

一

九
七
五

年）

等
に

お
い

て

親
鸞
の

真
作
で

あ
る

と
主

張
し

、

以

後
真
作
説
が

俄
然
有
力
と

な
っ

た

と
い

う
経
緯
が

あ
る

。

　

古
田

は

ま
た

、

夢
告
の

文
中
に

「

善
信
」

の

名
が

含
ま
れ

る

こ

と

な
ど
か

ら
、

建
久
二

年
の

太

子
廟
夢
告
が

、

『

顕
浄
土

真
実
教

行

証
文
類
』

（

以

下

『

教

行
信
証
』

）

「

後
序
」

に

　

　

　
テ

　
ノ

ニ

　

メ

テ

　

ノ

ヲ

　
シ

キ

　

テ

　

　
ヲ

　
メ
タ
マ

ヒ

　

　

　

　
ヲ

　
ヌ

　

　

　

　

　

　

　
ハ

　

　

ノ

　

　

　
（
3）

　

　
又
依
二

夢
告一

改
二

綽
空

字一

同

日

以
二

御
筆一

令
三

　
書
二

名
之

字一

畢
　
本
師
聖
人

今
年
七

旬
三

御
歳
也

、

　

　

　
　
　

　
　
ア

ラ
タ

ム
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
コ

ロ

と

記
さ

れ

た

元
久
二

年
（
一

二

〇
五
）

閏
七

月
二

十
九

日
の

「

綽
空
」

か
ら

「

善

信
」

へ

の

改
名
を

促
し
た

「

根

本
夢
告
」

で

あ
る

と

し

て

い

る
。

　
こ

の

元

久
二

年
の

改
名
は

従
来
「

善
信
」

へ

の

改
名
で

あ

り
、

改
名
を
促
し

た

夢
告
は

、

建
久
二

年
の

太
子

廟
夢
告
も
し
く
は

建
仁

元

年
（

あ
る
い

は

建
仁
三

年
）

の

六

角
堂
夢

告
で

あ
る

と

理

解
さ
れ

て

き
た

。
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こ

れ

に

対
し

て

筆
者
は

、

元
久
二

年
の

改
名
は

「

善
信
」

へ

の

そ
れ
で

は

な
く

「

親
鸞
」

へ

の

改
名
で

あ
る

と

考
え

、

種
々

論
考
を

　

　
　
　

（
4）

発

表
し
て

き
た

。

　
「

建

長
二

年
文

書
」

が
偽

作
文

書
で

あ
れ
ば

当
然
太
子

廟
夢
告
の

史
実
性
も
疑
わ

ざ
る

を

得
な
い

も
の

と

な

り
、

従
来
の

通

説
は

そ

の

論
拠
の
一

つ

を

失
う
こ

と

と

な

る
。

今
回

筆
者
は

そ
れ

が

建
長
二

年
に

覚
信
尼
に

与
え
ら
れ

た

と

い

う
点
に

着
目
し

、

「

建
長
二

年

文
書
」

が

偽
作
に

他
な

ら

な
い

こ

と
を

論
証
し
て
い

き
た
い

と

思

う
。

　

　
　
　
【

　

古
田

説
を
め

ぐ
る

論
争

　
『

親
鸞
思
想
』

に

お
い

て

古
田
は

、

「

建
長
二

年
文
書
」

は

以
下

の

三

点
か
ら

親
鸞
の

真
作
と

判

断
で

き
る

と

主
張
し

た
。

　

第
一

は
、

大
乗
院

夢
告
を

語
る

中
の

「

睿
南
旡
動
寺
在
二

大
乗
院
己

は

「

睿
南
無
動
寺
二

大
乗

院
二

在
テ
」

と

読
め

、

鎌
倉
中

期
以

前
に

特
徴
的
に

見
ら

れ
る

「

こ

の

畳
用
」

の

用
法
を

示
す
も
の

で

あ
る

。

　

第
二

は
、

文
末
の

自
署
名
が
「

愚
禿
釈
親
鸞
」

と

あ
り

、

「

釈
」

の

字
を

含
ん

だ

署
名
の

形

式
は

親
鸞
七

十
四

歳
か
ら
八

十
三

歳
ま

で

の

十

年
間
（

釈
の

十
年）

の

「

寛
元
四

歳
」

（

七

＋
四

歳）

書
写
『

自

力
他

力
事
』

の

「

愚

禿
釈
親
鸞
」

、

「

宝
治
第
二
」

（

七

＋
六

歳）

制

作
『

浄
土

高
僧
和

讃
』

の

「

釈

親
鸞
」

、

「

建
長
三

歳
」

（
七

＋
九
歳）

の

専
修
寺
蔵

古
写
書

簡
「

有
念
無
念
」

の

「

釈
親
鸞
」

、

「

建
長

七

歳
」

（

八
＋
三
歳）

書
写

『

一

念

多
念

分
別
事
』

の

「

愚
禿
釈
善
信
」

の

四
例
に

限
ら
れ

て

お

り
、

建
長
二

年
（
七

＋
入

歳）

は

ま
さ

に

そ
の

間
に

当
た
る

。

　

第
三

は

制
作

年
時
の

「

建
長
第
二
」

の

表

記
が
「

宝
治

第
二
」

の

年
時
表
記
を

持
つ

『

高
僧
和
讃
』

（

七

＋
六

歳
）

と

近

接
し

て

お

り
、

親
鸞
の

七

十
歳
代
後
半
に

特
有
の

用

法
で

あ
る

。
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「三夢記」考

　
こ

の

古
田
の

「

建
長
二

年
文
書
」

真
作

説
に

対
し
て

は

赤
松
俊
秀
が

早
く

『

本
願
寺
聖

人

伝
絵

　
序
説
』

（
真
宗

大
谷
派
出
版
部

、

］

九

七
三

年）

で

反
論
し

、

近

年
で

は

山
田

雅
教
が

「

伝

親
鸞
作

コ
ニ

夢
記
」

の

真
偽
に
つ

い

て
」

（

『

高
田

学
報』

七
五
、

一

九

八
六

隼）
、

「

再

論

　
伝
親
鸞
作
「

三

夢
記
」

の

真
偽
に
つ

い

て
」

（

同、

九
二
、

二

〇
〇

四

年
）

に

お
い

て

批
判
の

筆
を

執
っ

て

い

る
。

　
こ

れ

ら

に

対
し

て

古
田
は

『

親
鸞
思

想
』

の

「

あ
と

が
き
に

代
え
て
−

ー
⊥
亦

松
俊
秀
氏
に

答
え
る
晶

、

「

新
・

親
鸞
の

史
料
批

判

建
長
二

年
文
書
（

「

三

夢
記
」

）

の

信

憑
性
に

関
し

、

山
田

論
文
に

答
え
る
」

（

以
上

、

『

古
田
武
彦
著
作

集
』

二
、

明
石
書

店、

二

〇

〇
三

年
所

収
）

で

そ
れ
ぞ
れ

反
論
を

展
開
し
て
い

る
。

　
そ

の

論
争
の

逐
一

を

挙
げ
る

こ

と

は

し

な
い

が
、

筆
者
な

り
の

古
田

説
へ

の

疑
問
点
を

挙
げ
れ
ば

、

第
一

の

点
に

関
し
て

言
え
ば

、

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
（
5）

赤

松
が

早
く
に

指
摘
し
た

よ

う
に

当

該
箇
所
に

は

送
り
仮
名
が
な

く
、

ま
た
、

山
田
の

指
摘
に

拠
れ

ば

江

戸
期
の

漢
文
で

あ
れ

ば

「

睿

　
　
　

　
、

　
　

　
　

　
・
　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
〔
6）

南

無
動
寺
ノ

大
乗

院
二

在
テ
」

と

読
む
こ

と

が
可

能
で

あ
り

、

「

こ

の

畳
用
」

と

は

断
定
で

き
な
い

と

考
え
ら

れ
る

。

　

第
二

の

点
に

関
し

て

言
え
ば
、

『

親
鸞
思
想
』

所
載
の

〈

親
鸞
の

自
署
名
と

年
時

様
式
〉

一

覧
に

は
、

以

下
の

よ

う
な

、

「

釈
の

十

年
」

か

ら

逸
脱
し

た

「

釈
」

の

使
用

例
が

載
っ

て
い

な
い

。

　

親
鸞
の

真
蹟
に

関
し
て

言
え
ば

、

ま

ず
六
十
歳

頃
の

執
筆
と

推

定
さ

れ

る

『

教
行

信
証
』

真
蹟
坂

東
本
の

撰
号
「

愚
禿

釈
親
鸞
集
」

、

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
7）

及
び

本
文
中
の

「

愚
禿
釈
の

親
鸞
」

（
「

総
序
」

「

別
序
」

）

「

愚

禿
釈
の

鸞
」

（

「

後
序
」
）

等
の

用
例
が

あ
る

。

　

次
に

寛

喜
二

年
（
五

＋
八

歳）

書
写
と
の

奥
書
を

持
つ

真

蹟
本
『

唯
信

鈔
』

（
専
修
寺
蔵）

の

「

愚
禿
釈

親
鸞
」

の

用

例
を

古
田
は

小
川

貫
弐
の

「

八
十

歳
代
の

執
筆
」

説
に

従
い

一

覧
か

ら

除
外
し

て

い

る

が
、

平
松
令
三

は
こ

の

『

唯
信

鈔
』

を
、

寛
喜
二

年
の

書
写
本
を

康
元
二

年
（

八
＋
五

歳）

に

再
写
し

、

皿

月
二

十
七

日

書
写
の

『

唯
信
鈔
文
意
』

（
真
蹟
・

専
修
寺
蔵）

と

併
せ

て

信
証
に

与
え

た
も
の

と

　
　
　

　
　（
8）

推
定
し
て

お

り、

ど

ち
ら
の

年
時
を

採
っ

て

も
「

釈
の

十
年
」

に

は

該
当
し

な
い

。
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（

真
蹟
で

は

こ

の

他
に

も
、

正

嘉
二

年
（

八

十
六
歳）

撰
述
の

『

尊
号
真
像

銘
文
（

広

本）
』

に

「

和
朝

愚
禿
釈

親
鸞
『

正

信
偈
』

文
」

の

記
述
が

あ
る

が
、

占

田
は
「

《

過
去
の
｝

時
点
に

書
か
れ

た

正

信
偈
銘
文
の

表
題
》

の

転
記
」

で

あ
り

、

「

年
時
記

載
は

存
在
し

な

い
」

の

で

天
年
時
記
載
つ

き

署
名
の

統
計
〉

に

は
、

当
然
入
っ

て

い

な
い
」

と

し

て

い

る
。

）

　
真
蹟
本
以

外
で

も
、

仁
治
二

年
（

六
＋
九
歳）

書
写
の

『

唯
信

鈔
』

（
大
谷

大
学
蔵
）

奥
書
の

「

愚
禿
釈
親
鸞
」

、

建
長
八

年
（

八
＋
四

歳
）

真
仏

書
写
の

『

入
出
二

門

偈
頌
』

（
専
修
寺
蔵
・

旧
法
雲

寺
蔵
）

撰
号
の

「

愚
禿
釈
親
鸞
作
」

の

用
例
が
あ
る

。

　
ま
た

、

親
鸞
は

同
じ
文

書
中
で

さ

え
「

釈
」

の

あ
る

記

名
と

な
い

記
名
と

を

併
用
し
て

お

り
、

宝
治
二

年
制
作
の

『

浄
土

和
讃
』

、

『

高

僧
和
讃
』

（
奥
書
に

「

釈
親
鸞
」

の

記
名
あ
り）

に

は

そ
れ

ぞ

れ
「

讃
阿

弥

陀
仏

偈

和
讃

　
愚

禿
親
鸞

作
」

「

浄
土

和

讃

　
愚
禿
親

鸞

作
」

、

「

浄
土

高
僧
和
讃

　
愚
禿

親
鸞
作
」

と

い

っ

た

撰
号
が

、

前
掲
の

『

尊
号
真
像
銘

文
（

広

本
ご

で

は

文

中
の

「

和

朝
愚

禿
釈
親

鸞
『

正

信
偈
』

文
」

の

記
述
に

対
し

「

愚
禿
親
鸞
」

の

奥
書
が
あ
る

。

ま
た

、

末
尾
に

「

釈
親
鸞
」

の

署
名
の

あ
る

建
長
三

年
閏
九

月

二

十
日

付
の

古
写

書
簡
「

有
念
無
念
」

の

冒
頭
に

は
「

愚
禿
親
鸞
日
」

と

あ
り

、

同
日

付
同
一

文
面
の

『

末
灯
鈔
』

第
一

通
末
尾
の

署

名
は

「

愚
禿
親
鸞
」

と
な
っ

て

い

る
。

（

山
田

は

こ

れ
を
同
一

内
容
の

消
息
が
二

通
同
時
に

制

作
さ
れ

た

と

推

定
し

て

い

る
。

）

　
こ

れ
ら
の

事
例
か

ら

見
て

、

「

釈
」

の

有
無
に

親
鸞
が

特

別
な

意

味
を

見
て
い

た

と

は

考
え
に

く
く

、

古
田

の

主

張
す
る

「

釈
の

十

年
」

は

そ
の

想
定
自
体
が

成

り
立
ち

得
な
い

も
の

で

あ
る

、

と

筆
者
は

考
え
ざ
る

を

得
な
い

。

　
第
三

の

「

建
長

第
二
」

と

い

う
年
時
表
記
に

関
し

て

も
、

す
で

に

山

田
が

指
摘
し

て
い

る

通
り
、

二

十
八
歳

時
点
の

記
録
で

あ
る

大

乗
院
夢
告
の

記
事
に

も
「

正
治

第
二
」

の

記
述
が

あ

り
、

こ

の

表
記
が

七

十

歳
代
後
半
特
有
の

も
の

と
は

思
わ
れ
な
い

。

　

ま
た

、

『

高

僧
和
讃
』

の

奥
書
は

、

　
　

憲
箜
戊
申
歳
初

月
下

暴
百

釈

親
鸞

誹

書

童
（

簷
舞
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「三夢記」考

で

あ

り
、

そ
の

年
時
記
載
は

古
田
が

指
摘
す
る

よ

う
な

「

宝

治
第
二
」

で

は

な

く
、

「

宝

治
第
二

（

干
支
）

歳
」

と

考
え
る
べ

き
で

あ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

10）

っ

て
、

「

建
長
二

年
文
書
」

の

「

建
長
第
二

（

干
支
と

と

同
一

の

表
記
様
式
で

あ
る

と
は

言
え
な
い

の

で

は

な
か

ろ

う
か

。

　
こ

れ
ら
の

問
題
点
に
つ

い

て

は

す
で

に

種
々

指
摘
が
な
さ
れ
て

お

り
、

古
田

も
反
論
を

加
え
て
い

る

が
、

そ

の

反
論
が
必

ず
し

も
的

を

射
て

は
い

な
い

、

と

い

う
の

が

筆
者
の

偽
ら

ざ
る

印
象
で

あ
る

。

　
た

だ
し

、

今
回
筆
者
が

着
目

す
る
の

は

「

建
長
二

年
文
書
」

の

文
面
で

は

な

く
、

本
論

序
章
で

も
ふ

れ

た

よ

う
に

、

こ

れ
が

建
長
二

年
に

覚
信
尼
に

与
え
ら
れ
た

と
い

う
点
に
つ

い

て

で

あ
る

。

　

　
　
　

二

　
「

覚
信
尼
」

の

法
名
に

つ

い

て

　
「

建
長
二

年
文

書
」

は

そ
の

末
尾
に

「

釈

覚
信
尼
へ

」

と

い

う
宛
名
が
記
さ
れ
て

い

る
。

　

ま
た

、

「

建
長
二

年
文
書
」

の

下

段
に
親
鸞
の

「

書
簡
」

が

表
装
さ
れ

て

お
り

、

そ

れ

に

は
、

　

　

御
文
く
は

し

く
承

候
、

わ
さ

と

も

申
入
へ

く

候
に

、

か

た

み
と

御
望

候
ゆ
へ

四

十
入

の

御
願

文
、

い

に
し

へ

の

夢
の

御
文
と

も

　

　
を
、

書
て

ま
い

ら
せ

候
、

い

き
て

候
へ

は
、

ま
た

対
面

候
て

し

か

し
か

申
ま
い

ら
す
へ

く
候

、

何
事
も
疑
な

く
、

御
安
心
た
し

ろ

　

　
か

せ

た

ま
は

て
、

御
念
仏
せ

さ
せ

候
よ

し
、

め

で

度
事
に

て

候
な

り
。

他
力
に

は

義
な

き
を

義
と

す
と

は

中
候
な
り

、

只

く
御

　

　
は
か

ら
い

な
く

、

御
本
願
に

ま
か
せ
、

い

よ
／

〜
御
念

仏
候
へ

し
、

か
へ

す
／
＼

。

　

　

南
無
阿
弥
陀
仏

　

　
　
　

　
　
四

月
五

日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
鸞
（

花
押
）

　

　
　
　

　
　
　
か

く
し

ん
へ
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と

「

か

く
し

ん
へ

」

の

宛
名
が
記
さ

れ
て
い

る
。

　
こ

の

「

書

簡
」

に

よ

れ

ば
、

建
長
二

年
四

月
五

日

に

書
か

れ
た
「

い

に

し

え
の

夢
の

御
文
」

（

「

建
長
二

年
文
書
」）

は
、

同
じ

く

親
鸞

直
筆
の

「

四

十
八
の

御
願

文
」

と

も
ど
も

、

「

か

た

み
」

と

し

て
、

同
日

書
か

れ
た

こ

の

「

書
簡
」

を

添
え
て

覚
信
尼
に

送
ら
れ
た

こ

と

に

な

る
。

　
こ

の

「

書
簡
」

の

文
面
に

関
し
て

山
田
は

、

「

い

き
て

候
え
ば

、

ま
た

対
面

候
い

て
」

と
、

親
鸞
と

覚
信
尼
が
遠

方
で

離
れ

離
れ
に

暮
ら
し
て
い

る

よ

う
な
書

き
ぶ

り
で

あ
る

が
、

当
時

覚
信
尼
は

京
都
在
住
だ
っ

た

と

思
わ
れ

、

「

対
面
」

は

容

易
の

は

ず
で

あ
り

、

ま

た
、

「

か

た

み
」

と

か

「

い

き
て

候
え
ば
」

と

い

っ

た

表

現
も

、

親

鸞
自
身
こ

の

年
十
月
に

『

唯
信
鈔
文
意
』

を
完

成
し
て

お

り
健

康

面
に

不
安
が

あ
っ

た

と

も
思

わ

れ
な
い

こ

と

か

ら
、

当
時
の

親
鸞
・

覚
信
尼
の

置
か

れ

て

い

た

実
情
と

そ
ぐ
わ

な
い

、

と

疑
問
を
呈
し

て
い

る
。

　
こ

の

点
は

筆
者
も

同
感
で

あ
る

が
、

こ

こ

で

は

ま

ず
建

長
二

年
当
時

、

覚
信
尼
が

す
で

に

「

覚
信
（

尼
）
」

と

い

う
法
名
を

名
の
っ

て

い

た
の

か

に
つ

い

て

考
え
て

み

た
い

。

　

親
鸞
・

恵
信
尼
夫
妻
の

末
娘
覚
信
尼
は

元

仁
元
年
（
一

二

二

四
）

の

誕
生
で

あ

り
、

「

文
書
」

が

与
え
ら
れ
た
と
さ

れ

る

建
長
二

年

二

二

五

〇
）

当
時
は

二

十
七

歳
で

あ
る

。

　

古
田
は

、

寛
元
三

年
（
一

二

四

五
・

覚
信
尼
二

＋
二

越

に

夫
日
野

広
綱
が

亡

く
な

り、

そ

の

後
小
野

宮
禅
念
と

再
婚
し

て

建
長
五

年

二

二

五
三
・

三

＋
歳
〉

に

唯

善
が
生

ま
れ

て

い

る

の

で
、

当
時

彼
女
は

寡

婦
で

あ

り
、

こ

の

時

期
す
で

に

「

覚
信
尼
」

と

い

う
法
名
を

自

称
し

て
い

た

と

し
て

い

る
。

　
『

親

鸞
思
想
』

所
載
の

「

略
年
表
し

に
は

、
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「三 夢記」考

　

　
・

一

二

四

五

（

寛
元一．
．

）

口
野

広
綱
死

　

　
・

一

二

五

〇

（

建
長
二
）

建
長
二

年
文

書
覚
信
尼
宛
書
状

（

添
状
）

　

　
・

＝
一

五

三

（

建
長
五
）

唯
善
生

（

本

願
寺
通
紀
）

と

あ
り

、

古
田
が
玄
智
の

『

大
谷
本
願
寺
通

紀
』

に

拠
っ

て

論
を

展
開
し
て

い

る
こ

と

が

知
れ
る

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

い

や

お
ん

な

　
『

本
願

寺
通
紀
』

巻
五
に

拠
れ

ば
、

覚
信
尼

−
俗
名
弥

女
は

貞
応
元

年
（

ご
一
二

二
、

実
際
は

元

仁
元

年
）

に

生

ま
れ

、

堀
川
忠
親、

次
い

で

久

我
通
光
に

仕
え
た

後
、

日

野
広

綱
と

結
婚

、

覚
恵
・

光
玉
を

産
み
、

寛
元
三

年
広
綱
と

死
別
し

た
。

　

小
野

宮
禅
念
と

再
婚
の

後
、

唯
善
を

産
み

、

禅
念
の

没

後
剃
髪
し
法
名
を

「

覚
信
尼
」

と

し
た

。

　

そ
の

後
、

大
谷
廟
堂
の

草
創
と

護
持
に

尽
力
し

、

弘

安
四

年
（

一

二

八
一
）

四

月
十
六

日
、

六

十
歳
（

一

説
に

は

弘
安
十
年

2

二

八

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（
11）

七）

十
二

月
二

十
三

日
、

五

十
四

歳）

で

亡

く
な
っ

た

と
さ

れ
て
い

る
。

（

し
か

し
、

西
本
願

寺
に

は

弘
安
六

年
（

＝
一

八
三）

十
一

月

二

十
四

日
付
の

「

ゐ

中
の

人

く
の

御
中
へ

」

宛
の

「

置

文
」

の

案

文
（

「

覚
信
尼
最
後
条
案
」）

が

蔵
さ
れ

て

お

り
、

実
際
に

は

そ
の

直

後
の

六
十

歳
で

の

死
去
と

推
定
さ
れ

る
。

）

　

ま
た

、

長
子
覚

恵
に
つ

い

て

『

通

紀
」

は
、

延
応

元

年
（

一

二一
二

九）

に

生

ま

れ
、

寛
元
三

年
七

歳
で

父

広
綱
を

、

弘
安
四

年
四

十

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
12）

三

歳
で

母

覚
信
尼
を

喪
い

、

徳
治
二

年
（

＝
二

〇

七
）

四
月
十
二

日
に
六

十
九

歳
で

亡

く
な
っ

た
と

記
し

て

い

る
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

（
13）

　
『

常
楽
台
主

老
衲
一

期
記
（
存

覚
一

期
記
二

の

記
述
か
ら

、

覚
恵
の

死
が
徳
治
二

年
四
月
十
二

日
で

あ
る

こ

と

は

確
実
で

あ
る

が
、

例

え
ば

『

最
須
敬
重
絵
詞
』

巻
六
に
は

、

　

　
厳

親
桑
門
（

筆
者
注
・

覚
恵
）

ハ
、

正

安
ノ
ハ

シ

メ

ツ

カ

タ
、

五

十

有
余
ノ

比
ヨ

リ
瘻
ト
イ
フ

病
ニ

ワ

ツ

ラ

ヒ

給
ケ

ル

カ
、

…
：・

発

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
14｝

　

　
病
ヨ

リ
コ

ノ

カ

タ

臨
終
マ

テ
、

首
尾
八

九

年
ノ

間
…

：
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と

あ
り

、

仮
に

正

安
元
年

2
二

九

九）

を
五

十
歳
と

す
れ
ば

建
長
二

年

2
二

五
〇
）

の

誕
生
と
な
る

。

　
こ

の

よ

う
に

諸
史
料
の

記
述
は
一

致
せ

ず
、

現
在
覚
恵
の

誕

生

年
時

、

広

綱
の

生

没
年
時
は

不
明
と

さ
れ
て
い

る
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
〔
15）

　
ま
た

、

「

通

紀
』

で

は

建
長
五

年
の

誕
生
と

さ

れ

る

唯
善
で

あ
る

が
、

文
永
五

年
（

二
一
六
八
）

三

月
十
二

日

付
の

「

恵

信
尼
書

簡
』

第
十
通
に

　
　
な
に

よ

り
も

く
き
ん

だ

ち
（

公

達

筆
者
注
・

唯
善）

の

御
事

、

こ

ま

か
に

お
ほ

せ

候
へ

。

う
け
た

ま
は

り
た

く
候
也

。

お

と
・

　
　

ど
醇
年
）

憩
富

（

生
）

霧
で

捻
レ
訃
レ

倹

客
と

う
け
給
は

り
候
し
は

・

そ

れ

も
ゆ

か
し

く
思

ま
い

ら
せ

髓
・

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
傍
点
筆
者
〕

と

あ
り

、

実
際
に

は

文
永
三

年
（

一

二

六
六
・

覚
信
尼
四
＋
三
歳）

の

誕
生
で

あ
る

。

　
ま
た

、

弘
安
三

年

2

二

八

〇
）

十

月
二

十
五

日
付
の

「

大
谷
敷
地

寄
進

状
案
」

に

唯
善
は

母

覚
信
尼

、

兄
覚
恵
（

「

専

証
」

名
）

と

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

（
17）

共
に

「

］

名
丸
」

の

童
名
で

署
名
し

て

お

り
、

建
長
五

年
の

生
ま
れ

で

あ
れ
ば

す
で

に
二

十
八

歳
、

童
名
で

の

署
名
は

ま

ず
考
え
ら

れ

な
い

。

　
ち
な
み
に

北
西

弘
は

、

広
綱
と
の

結
婚
を

久
我
通

光
死
去
の

宝

治
二

年
（
一

二

四

八
）

頃
、

覚
恵
の

誕

生

を

翌

建
長
元
年
（
一

二

四

九
）

頃
、

広
綱
の

死
を

建
長
七

年
（

＝
一
五
五）

頃
と

推
定
し
て

い

る
。

　
ま
た

、

禅
念
と

の

再
婚
に
つ

い

て

も
、

親
鸞

存
命
中
で

あ
れ
ば

後
年
の

大
谷

廟
堂
の

相
続
を

め

ぐ
る

係
争
の

際
に

唯
善
が
そ
れ
を
強

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
18）

調
し
た

は

ず
で

あ
る

か

ら
、

親
鸞
没
後
の

文
永
二

年
（

＝

エ
ハ

五
∀

頃
の

こ

と

で

あ
ろ

う
と

し
て
い

る
。

　
ま
た

、

建
長
入

年
（
一

二

五

六
）

七

月
九

日

付
の

『

恵

信
尼

書
簡
」

第
一

通
に

は

覚
信
尼
が

下
人
の

譲
状
を

焼
失
し
た

と
の

記
述
が

あ

り
、

こ

の

記
述
か

ら
、

十
二

月
十
五

日

付
真
仏

宛
の

親
鸞
の

真
蹟
「

書
簡
」

（

専
修
寺
蔵
）

に

「

こ

の

十
日
の

夜
に

焼
亡
に

遭
っ

た
」
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「三夢記」考

と

記
し

た

火
災
が
前

年
建
長
七
年
の

出
来

事
で

あ
っ

た
と
の

推
定
が
な
さ
れ

て
い

る
。

　
こ

の

建
長
七

年
十
二

月
十
日
の

火

災
で

覚
信
尼
が
譲

状
を

焼
失
し
た

と

す
れ

ば
、

火
災

前、

広
綱
と

死

別
し

た

覚
信
尼
が

親
鸞
の

も

と

に

身
を

寄
せ

て

お

り、

恵
信
尼
か
ら

の

下
人
の

譲

渡
（

派
遣
）

が
父

娘
の

扶
助
の

た
め

に

な

さ
れ
た

と

も

考
え
ら

れ
、

す
で

に

唯
善

が
生
ま
れ

て

い

た
と

す
る

『

通

紀
』

の

記
事
は

ま

す
ま

す
信
頼
性
を
失

う
こ

と

と

な
る

。

　
こ

の

よ

う
に

古
田

の

依
拠
す
る

『

本
願

寺
通
紀
』

の

記
述
は

諸

史
料

、

特
に

『

恵
信
尼

書
簡
』

と

照
ら
し

て

誤
り
が

多
く、

覚
信
尼

が

建
長
二

年
当
時

寡
婦
で

あ

り
す
で

に

「

覚
信
尼
」

と

名
の
っ

て
い

た

と

す
る

古
田

説
に
は

疑
問
を
呈
せ

ざ
る

を

得
な
い

。

（

赤
松
俊

秀
は

、

建
長
八

年
九

月
十
五

日

付
の

『

恵
信
尼
書

簡
』

第
二

通
の

「

わ

う
ご

ぜ

ん

（

王

御
前）

へ

」

の

宛
名
を

挙
げ

、

建
長
二

年
は

出

　

　
　
　

　
　
　

　
（

19）

家
以

前
で

あ
る

と

し

た

が
、

古
田
は

こ

の

用
例
は

建
長
二

年
の

「

覚
信
尼
」

名
を

否
定
し

得
る

も
の

で
は

な
い

と

回
答
し

て
い

る
。

）

　

ま
た

、

建

長
二

年
に

覚
信
尼
が

寡
婦
で

あ
っ

た

と

す
れ

ば
、

当
然
父

親

鸞
の

も
と

　
　
「

五

条
西
洞
院
わ
た

り
」

（

『

御
伝
鈔
』

）

か
？

1
に

寄
寓
し

て
い

た

可

能
性
が

高
く

、

覚
信
尼
が

対
面
困
難
な
遠

方
か

ら

手
紙
を
よ
こ

し

た

と

す
る

添
付
「

書
簡
」

の

記
述

が

な
お

さ
ら

頷
け
な
く
な
る

の

で

あ
る

。

三

　
漢
文
文
書
と

し

て
の

「一一
一

夢
記
」

　

次
に

筆
者
が
注
目

す
る

の

は
、

「

建
長
二

年
文
書
」

が

「

四
十
八

の

御
願

文
」

と

共
に
「

か
た
み

（

形
見
）

」

ー
「

死
ん

だ

人
、

ま

た

は

遠
く
離
れ

た

人
を

思

う
よ

す
が

と
し

て

残
し

た
、

ま
た

は
、

残
っ

た

も
の

。

遣
品
や

遺

児
」

「

過
ぎ
去
っ

た

も
の

を

思
い

出
す

種

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
20）

と

な
る

も
の

。

思
い

出
の

よ

す
が

。

記
念

。

な
ご

り
」

　
　

と

し
て

覚
信
尼
に

与
え
ら
れ

た

と

す
る

添
付
「

書
簡
」

の

記
述
で

あ
る

。

　

ま
た

、

こ

の

「

書
簡
」

の
、
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御
文

く
は

し

く
承
候

、

わ

さ

と

も

申
入
へ

く

候
に

、

か

た

み

と

御
望

候
ゆ
へ

四

十
八

の

御
願

文
、

い

に

し
へ

の

夢
の

御
文
と

も

　

　
を

、

書
て

ま
い

ら
せ

候
、

と
の

記
述
か

ら
は

、

こ

れ

ら
の

文
書
の

授
与
が

覚
信
尼
の

懇
望
に

応
え
て

な
さ
れ
た

こ

と
が

窺
わ

れ

る
。

　

そ
し
て

そ
の

懇
望

も
、

漠
然
と

何
か

「

か
た

み
」

と
な

る

品
を
望
ん

だ
と
い

う
よ

り
も

、

覚
信
尼

自
身
が
書
簡
で

「

わ

ざ
と

も

1

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

藪）

「

意

識
し

て
。

わ

ざ
わ
ざ
で

も
。

ま
た

、

格
別
に

。

特
に
」

i
申
し
入
れ
」

、

つ

ま

り
あ
え
て

「

四

十
八

の

御

願
文

、

い

に

し
え
の

夢

の

御
文
ど

も
」

を

「

か
た

み
」

に
、

と

申
し

入
れ
た

と

も

取
れ

る

記
述
と

な
っ

て
い

る
。

　

し

か

し
、

「

四

十
八

の

御

願
文

、

い

に

し
え
の

夢
の

御
文
ど

も
」

は

親

鸞
が

覚
信

尼
に

贈
る

の

に

妥
当
な
も
の

で

あ
っ

た
と

言
え
る

だ

ろ

う
か

。

ま
た

、

こ

れ

ら

の

文
書
は

、

本
来
「

か

た

み
」

と
し

て

与
え
ら
れ

る
べ

き
性
格
の

も
の

な
の

で

あ
ろ

う
か

。

　

覚
信
尼
に
与
え
る

の

に

こ

れ
ら
の

文
書
が

妥
当
で

な
い

と

筆
者
が

考
え
る

理
由
は

、

覚
信
尼
に

は

お
そ

ら

く
こ

れ
ら
の

文
書
が

「

読

め

な

か
っ

た
」

か

ら
で

あ
る

。

　

専
修

寺
に

は

建
長
八

年

2
二

五

六
）

に

真
仏
が

書
写
し

た

親
鸞
作
『

四

十
八

誓
願
（

四
十
八

大

願
）

』

が

伝
わ
っ

て

い

る

が
、

「

建

長
二

年
文
書
」

同

様
、

返

り
点
・

送
り
仮
名
付
き
の

漢

文
で

記
さ

れ

て

い

る
。

「

建
長
二

年
文
書
」

の

形
態
か

ら
み

て

当
然
覚
信
尼
に

も

漢
文
の

そ
れ

が

送
ら

れ
た
は

ず
で

あ
る

。

　

当
時

、

漢

文
の

知
識
は

ご

く
一

部
の

貴
族

男
子

、

僧
侶
に

限
ら
れ

て

い

た
。

僧

侶
で

あ
っ

て

も
そ

の

大
多
数
に
と
っ

て

は

経

文
を

読

誦
す
る

こ

と

自
体
が

困
難
な
こ

と
で

あ
り

、

経
文
を

読
誦

暗
唱
し

そ

の

大
意
を

知
っ

て

は
い

て

も
、

詳
し
い

内
容
ま
で

理
解
で

き
た

僧

侶
は

さ

ら

に

稀
少
で

あ
っ

た
と
い

う
。

ま
し

て

女
性
に
お
い

て

は
、

で

あ
る

。

　
『

恵
信
尼
文
書
』

に

は
、

『

書
簡
』

と

共
に

、

音
読
み

仮
名
書
き
の

『

大

無
量

寿
経
』

の

文
が

伝
え
ら

れ
て
い

る
。
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「三夢記」考

　
比

叡
山

を

「

や

ま
」

と

呼
び

、

「

ち
く
ぜ
ん

（

筑
前）
」

の

女
房

名
を
も
ち

、

ま
た

日

記

を
付
け
る

習
慣
が

あ
っ

た

こ

と
な
ど

か
ら

、

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
22∀

恵

信
尼
は

貴
族
三

善

為
教
の

娘
と

し

て

京
都
で

成
長
し

た
と

思
わ

れ
る

が
、

経
文
を

漢
文
と
し

て

読
む
能
力
は

な
く

、

振

り
仮
名
に
よ

る

音
読
が

限

界
で

あ
っ

た

と

思
わ
れ

る
。

　
そ

の

娘
覚

信
尼
も

久
我
通

光
に

仕
え
た

と

さ
れ

る

が
、

親
鸞
の

上

洛
ま
で

の

年
少

期
は

関
東
で

過
ご

し

た

と

思
わ

れ
、

教
育
環
境
か

ら

見
て

母
以
上
の

、

し

か
も

自
ら
望
ん

で

漢

文
聖

教
を

懇
望
す
る

ほ

ど
の

読
解
力
が

あ
っ

た

と

は
考
え
が

た
い

。

　

親
鸞
に

よ

る

膨
大
な
和

讃
や

仮
名
聖

教
の

制
作

、

『

一

念

多
念
文
意
』

『

唯
信
鈔

文
意
』

末
尾
の

識

語、

　
　
ゐ

な
か

の

ひ

と

湊
＼

の

文
字
の

こ
・

う

も

し
ら

ず
、

あ
さ

ま
し

き

愚
癡

き
わ

ま

り
な

き
ゆ
へ

に
、

や

す
く
こ
・

う

え

さ
せ

む

と

　
　
て

、

お
な
じ

こ

と

を
た
び

／
丶
と

り
か
へ

し

／
＼

か
き
つ

け
た

り
。

こ
・

ろ

あ
ら

む
ひ

と

は
お
か

し

く
お
も
ふ

べ

し
、

あ
ざ
け
り

　
　

を
な

す
べ

し
。

し
か
れ
ど

も
お

ほ

か

た

の

そ

し

り
を
か
へ

り
み

ず
、

ひ

と

す
ぢ
に

お

ろ

か
な
る

も
の

を

こ
・

う

え
や

す
か
ら
む
と

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
（
23＞

　
　
て

し
る
せ

る

な

り
。

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
（

『

唯

信
鈔
文
意
』

）

あ
る
い

は

「

現
世

利
益
和
讃
」

の

「

和
讃
」

の

語
の

左

訓
「

や
わ

ら

け
　
ほ

め
」

な
ど
は

、

こ

の

よ

う
な

当
時
の

時

代
状

況
を

反
映
し

た
も
の

と

思
わ

れ

る
。

　

親

鸞
に

は

多
数
の

門

弟
が

あ
っ

た

が
、

そ
の

う
ち

親
鸞
か

ら

直
筆
漢
文
聖

教
を

与
え
ら

れ
た

り
書

写
を

許
さ
れ

た

り
し

た

者
は

、

『

教
行
信
証
』

を

書
写
し

た

尊
蓮
・

専
信

、

付

属
を

受
け
た

蓮
位

、

『

入
出
二

門

偈
』

『

西
方

指
南

抄
』

等
を

書
写
し

た

真
仏

、

『

愚
禿

鈔
』

等
を

書
写

し

た

顕
智
な
ど

と

限
ら

れ
て

い

る
。

　
ま

た
、

真
仏
の

子
信
証
が

『

入
出
二

門

偈
』

、

覚
信
が

『

西

方
指

南
抄
』

「

四

十
八

誓
願
』

、

覚
然
が

「

弥
陀
経

義
集
』

と

い

っ

た

真

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　〔
24）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
25）

仏
書
写
の

漢
文
聖

教
を
所
持
し

て

お

り
、

覚
信
の

子
慶
信
も

書
簡
に

『

弥
陀

経
義
集
」

を

読
ん

だ
と

記
し

て

い

る
の

で
、

こ

れ
ら
の

弟
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子
に
は

漢
文
の

読

解
能
力
が

あ
っ

た
こ

と

が

知
ら
れ
る

。

（

彼
ら
は

こ

れ

ら
以

外
に

も
親
鸞
の

消
息
や
仮

名
聖
教
を

多
数
与
え
ら

れ
て

い

る
。

）

　
こ

れ
ら
の

高

弟
達
に

比
し

て

親
鸞
は

弟
子
一

般
に

対
し

て

は
、

寛
喜
二

年
（

＝
一
三

〇）

以

来
た

び

た
び

聖

覚
の

『

唯
信
鈔
』

を

書

写
、

寛
元
四

年

二

二

四

六
）

に

は

隆

寛
の

「

自
力

他
力
事
』

も

書
写
し

て
、

こ

れ

ら
を

送
付
し

そ

の

熟

読
を

勧
め

て

い

る
。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
26）

　
　
『

唯
信
鈔
』

を
よ
く

く
御
覧
さ
ふ

ら
ふ

べ

し
。

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
（

『

親
鸞
聖
人
御

消
息
集
』

第
三

通
）

　
　

さ
き
に

く
だ

し

ま
い

ら
せ

さ

ふ

ら
ひ

し

『

唯
信

鈔
』

・
『

自
力
他

力
』

な

ど

の

ふ

み

に

て

御
覧
さ
ふ

ら
ふ
べ

し
。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
〔
27）

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（

『

末
燈
鈔
』

第
十
九
通
）

　
ま
た

、

宝
治
二

年
（

一

二

四

入
）

に

は

『

浄
土

和
讃
』

『

高
僧
和
讃
』

も

完
成
し
て

お

り
、

覚
信
尼
に

与
え
る

の

で

あ
れ
ば
む

し
ろ
こ

れ

ら
の

仮

名
聖
教
の

方
が

妥
当
で

あ
っ

た

と

思
わ
れ

る
。

　
　

　

　
四

　
聖

教
と

し

て
の

「

三

夢
記
」

　
こ

の

よ

う
な

筆
者
の

見
解
に

対
し

て
、

「

た

と

え

読
解
不
能
の

漢
文
文
書
で

は

あ
っ

て

も
形

見
と

し
て

娘
が

父
に

懇
望
し

た

可
能

性

は

あ
る
」

と
の

指
摘
が
上
が

る

か
も
知
れ
な
い

。

　
親

鸞
の

青
年
期
の一
、一

つ

の

夢
告
を
記
し
た

「

建

長
二

年

文
書
」

だ

け
を

覚
信
尼
が

懇
望
し
た

の

で

あ
れ
ば

、

父
の

行
実
・

生

涯
を

偲

ぶ

よ

す
が

と

し
て

欲
し
た

と

理
解
で

き
な

く
も
な
い

。

　
し

か

し
、

覚
信
尼
は

同
時
に

『

四

十
八

誓
願
』

を
も
懇
望

し

て

お

り
、

父

の

信
仰
・

思

想
を

偲
ぶ

と

い

う
の

で

あ
れ
ば

、

他
に

適
当

な
父
の

著
作
が

す
で

に

あ
っ

た

に

も
か
か

わ

ら

ず
、

読
め

も
し

な
い

漢
文
の

、

そ

れ

も
『

四

十
入

誓
願
』

を
あ
え
て

望
む

と
い

う
の

は
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「三 夢記 」考

い

か
な
る

心

境
に

も
と

つ

く
も

の

か
、

疑
問
と

言
わ

ざ
る

を

得
な
い

。

　

覚

信
尼
の

懇
望
は

や

は

り
歴

史
的
事
実
で

は

な

か
っ

た
、

と

判
断
せ

ざ
る

を

得
な
い

。

　

ま
た

、

仮
に

懇
望
が
あ
っ

た

と

し
て

も
、

親
鸞
が

覚
信
尼
に
こ

れ
ら
を

与
え
る
こ

と

は

あ

り
得
な
か
っ

た

と

筆
者
は

考
え
る

。

　

そ
れ

が

前
述
し
た

よ

う
に

、

「

建

長
二

年
文
書
」

や

『

四

十
八

誓
願
』

が

「

か

た

み
」

と

し
て

言
わ

ば

私
的
に

贈
与
さ
れ

る
べ

き

性

格
の

文
書
で

あ
る

か
と

い

う
問
題
な
の

で

あ
る

。

　

元

久
二

年
（
一

二

〇
五）
、

親

鸞
は

法
然
か

ら

『

選

択
本
願
念

仏
集
』

の

書

写
と

真

影
の

図
画
を

許
さ
れ
て

お

り
、

お
そ

ら

く
そ
の

形

式
を

継
承
し
た

の

で

あ
ろ

う
、

建
長
七

年
（

＝
一

五
五
）

、

専
信
に

自
著
『

教
行
信
証
』

の

書
写
を

許
し

、

同
じ

く
自
ら

の

影

像
（

「

安
城

御
影
」）

と

本
尊
（

「

黄
地
＋

字
名
号
」）

を

与
え

て
い

る
。

（

専
信
臨
写
本

『

教

行
信
証
』

を

真
仏
が

転
写
（
現
専
修
寺
本）

し
た

こ

と
か

ら

み

て
、

こ

の

時
の

授
与
に

は

「

高
田
門
徒

総
体
へ

の
」

と

い

う
意

味
も
含
ま
れ
て
い

た

と

は

思

わ
れ

る

が
。

）

　

親

鸞
に

と
っ

て

著
作
の

授
学
や

書
写
の

許
可
は

、

門

弟
へ

の

教
化

指
導
の
一

環
で

あ
っ

た

と

同
時
に

、

信
頼
の

お
け
る

人

物
に
こ

れ

ら
を

付
属
し
て

後
代
へ

の

流

通
（

伝
持
と

公

開
）

を

託

す
と

い

う
、

言
わ

ば

「

無
辺

の

生
死

海
を
尽
く
さ

ん
」

q
安
楽
集
』

）

と

の

志

願

に

立
っ

た

行
為
で

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
28）

　

ま
た

、

「

京
（

筆
者
注
・

親
鸞∀

よ

り
ふ

み
を
え
た

る
」

と

詐
称
し
た
「

あ
い

み
む

ば

う
（

哀
愍
房
）
」

の

例
か
ら

知
ら
れ

る

よ

う
に

、

親
鸞
自

筆
の

消
息
・

聖
教
を

所
持
す
る
こ

と

は
、

門
弟
に

お
い

て

も
、

そ
の

高
弟
で

あ
る

こ

と
の

対
外
的
な

証
明
と
な

り
得
た
の

で

あ

る
。

　
『

四
十
入

誓
願
』

は

も
ち
ろ

ん
、

「

建
長
二

年
文
書
」

も

単
な

る

夢
の

記
録
や
父

の

思
い

出
を

偲
ぶ

よ

す
が

で

は

な
く

あ
く
ま
で

聖
教

で

あ

り
、

そ
の

授
与
は

私
的
な
贈
与
で

は
な

く
、

付
法
と

い

う
公
的
な

行
為
で

あ
る

と

見
る
べ

き
で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。
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真
仏

書
写
の

「

親
鸞
夢
記
云
」

の

文
が

、

そ

の

「

経

釈
文
聞

書
」

に
、

『

蓮

華
面
経
』

『

法
事
讃
』

『

教
行
信
証
』

等
の

文
と

共
に

収

め

ら
れ
て
い

る

こ

と

か
ら
も
そ

れ

は

知
ら
れ

る

の

で

あ
る

。

　
前
述
し

た

よ

う
に

、

「

行
者

宿
報
設
女
犯
…

…
」

の

い

わ

ゆ
る

「

女

犯
偈
」

は

現
在
、

真
仏
筆
の

『

経
釈
文
聞
書
』

「

親
鸞
夢
記
云
」

の

文
及
び

「

六

角
堂

夢
想
偈

文
」

（

断
簡
）

に

伝
え
ら

れ
て
い

る
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
29）

　
『

経
釈
文
聞

書
』

は
、

冒

頭
の

『

蓮
華
面

経
』

『

法
事
讃
』

の

文
か

ら

善

鸞
事
件
と
の

関
連
が

指
摘
さ

れ
て

い

る

が
、

「

六

角
堂

夢
想

偈
文
」

が

も
と

は

親
鸞
真
蹟
「

浄
肉

文
」

の

紙
背
に

あ
り

、

「

浄
肉
文
」

の

現

状
か

ら
見
て
、

ま

ず
真
仏
が

紙
の

裏
面

右
端
か
ら

四

句

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
30）

二

行
分
の

「

偈
文
」

を

書
い

た

後
、

親
鸞
が
同
じ

紙
の

表
右
端
か
ら
「

浄
肉
文
」

を

記
し

て

い

る
こ

と
、

近
年
親
鸞

真
蹟
と

認
め
ら
れ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（
31V

た

『

観
音

菩
薩
往
生

本
縁
経
』

の

文
（

断
簡
）

と

同
じ

文
が

『

経
釈
文
聞
書
』

で

「

親
鸞
夢
記
云
」

に

続
い

て

記
さ
れ

て

い

る

こ

と

な

ど

か
ら

見
て

、

少
な

く
と

も

「

親
鸞
夢
記
云
」

『

本
縁
経
』

の

文
は

、

親
鸞
と

真
仏
が
同
じ

場
所
に
い

た

時
期

、

つ

ま

り

真
仏
が

親
鸞

の

も
と

に

滞
在
し
て

い

た

康
元

元

年

2
二

五

六
）

十

月
下

旬
か

ら
翌

正

嘉
元

年
閏
三

月
下

旬
頃
ま

で

の

問
に

、

「

浄

肉
文
」

紙
背
の

「

夢
想
偈
文
」

と

も
ど
も

、

親

鸞
の

許
可
の

も
と

で

書
写
さ

れ

た

も
の

と

考
え
ら
れ
る

。

　
ま
た
こ

の

「

女
犯

偈
」

は

現
在

、

親
鸞
の

吉
水
入
室
の

契
機
と

な
っ

た

「

九

十
五

日
の

あ
か
つ

き
（

暁
）

の

御
じ

げ
ん

（

示
現
）

の

も
ん

（

文）
」

（

『

恵
信
尼
書
簡
』

箒
三

通）

で

あ
る
と

見
ら

れ

て

い

る
。

　
今
井
雅

晴
は

同
じ

第
三

通
の

吉
水
入
室
の

記

事
の

助
動
詞
「

き
」

（

自

分
の

過
去
の

体
験
を

表
す
）

の

用

法
か

ら

見
て

、

親

鸞
の

吉

冰
参
学
を

恵
信
尼
自
身
が

直
接
見
聞
し

て

い

た
、

つ

ま
り

恵
信
尼
自
身
が
当
時

吉
水
の

法

座
に

参
聴
し

て

い

た
こ

と

が

窺
わ
れ

る

と

し

　
　
（
32）

て

い

る
。

　

恵
信
尼
は

自
ら

の

念

仏
往
生

の

確
信
を

、
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「三夢記」考

　

　
わ

が

身
は

ご

く
ら

く
（

極
楽
）

へ

た
“

い

ま
に

ま
い

（

参
）

り
候
は

む

ず
れ

。

な
に

事
も
く
ら

（

暗
）

か
ら

ず
み

そ
な

は

し

ま
い

　

　
ら

す
べ

く
候
へ

ば
、

か
ま
へ

て

御
念
仏

申
さ
せ

給
て

、

ご

く
ら

く
へ

ま
い

り
あ
は

せ

給
べ

し
。

な

ほ

く
ご

く
ら

く
へ

ま
い

り
あ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
33）

　

　
ひ

ま
い

ら

せ

候
は

ん

ず
れ
ば
、

な
に

ご

と

も

く
ら

か

ら

ず
こ

そ

候
は

ん

ず
れ

。

　

　
　

　
　
　

　
　

　
（
『

恵
信
尼

書
簡
』

第
＋
通）

と

語
り

、

娘
に

対
し

て

も
「

念
仏

申
し

て

共
に

極
楽
に

生

ま
れ
ん
」

と

勧
め

て

い

る
。

ま
た

、

こ

の

「

極
楽
へ

参
れ
ば

暗
か

ら

ず
」

と

の

記
述
か
ら

、

親
鸞
の

「

土
は
ま
た
こ

れ
無
量

光
明
土
な

り
」

（
「

真

仏
土

巻
」

）

の

教
説
を

連

想
す
る
こ

と

も
可

能
で

あ
る

。

　
つ

ま
り

、

恵
信
尼
は

親
鸞
に
と
っ

て

妻
で

は

あ
る

が
、

同
時
に

吉
水
以

来
の

「

同

朋
」

で

あ
り

、

言
わ

ば

信
頼

す
べ

き
「

専
修
念
仏

の

と

も
が
ら
」

と

し
て

「

夢
記
」

を

与
え
た

と

考
え
る
べ

き
で

は

な
か
ろ

う
か

。

（

西

念
寺
本

『

親
鸞
門

侶
交
名
』

に

は

親

鸞
面
授
の

「

尼
慧

信
御
房
」

と

し

て

「

尊
証
・

道
証
・

妙
信
」

の

弟
子
が

あ
っ

た

と

記
さ

れ

て

い

る

と
い

う
。

）

　

親
鸞
が
恵

信
尼
に

与
え
た

「

夢
想
偈
文
」

は
、

真
仏

書
写
の

そ

れ

と

同
様

、

漢
文
で

書
か

れ

て

い

た

で

あ
ろ

う
が

、

聖
徳
太
子
が
文

を

結
ん

だ

と

す
る

『

恵
信
尼
書
簡
』

と
、

白
衲
の

袈
裟
を

着
し
た

僧
形
の

救
世

菩
薩
が

告
命
し

た

と

す
る

「

親
鸞
夢
記
云
」

と
の

記
述

の

相
違
か
ら
み

て
、

前
後
の

文
の

な
い

「

偈
文
」

の

み

で

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。

　
ま
た

、

真
仏

筆
「

夢
想
偈
文
」

の
、

返
り
点
・

送
り
仮
名
付
き
で

は

あ
る

が

書
き

下
し

（

延
書
）

に

は

せ

ず
、

音
読
み

の

振
り
仮

名

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
翆

を

付
し
た

形
態
か

ら

見
て

、

読

解
よ

り
む

し
ろ

音
読
・

暗
唱
を
主
眼
と
し

て

与
え
ら

れ
た
も
の

と

思
わ
れ

る
。

　

真
仏
書
写
の

『

四

十
八
誓
願
』

を

所
持
し
た

覚
信
も

、

こ

の

他

親
鸞
真
蹟
の

『

尊
号
真
像
銘
文
（

略
本
）

』

、

真
仏
書
写
本
の

『

西
方

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
ひ

　

と

い

ち

指
南
抄
』

等
を

与
え
ら

れ
て

お

り、

上

洛
の

途

次

＝

日
市
」

で

発

病
し

た

際
、

帰
郷
を

勧
め

る

同

行
に

「

死
す
る
ほ

ど
の

こ

と

な
ら

ば
、

か
へ

る
と

も
死

し
、

と
ぐ

ま
る

と

も
死
し

候
は

む

ず
。

ま
た
や

ま
ひ

は

や

み

候
ば

、

か
へ

る

と
も

や
み

、

と
“

ま
る

と

も
や

み

候

は

む

ず
。

お
な
じ

く
ば

み
も
と
に

て

こ

そ

お
は

り
候
は
ず

、

お
わ

り
候
は

め
、

と
ぞ

ん

じ

て

ま
い

り
て

候
也
」

と

述
べ

て

上

洛
を

果
た

87 （723）
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し

た

信
心
の

堅
固

さ

や
、

「

南
無

阿
弥
陀
仏

、

南
無

無
碍

光
如
来

、

南
無

不
可
思

議
光
如

来
」

と

称
え
て

亡

く
な
っ

た

臨
終
の

光
景

、

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　（
35）

さ

ら

に
は

彼
の

死
を

悼
ん

で

親

鸞
が

落
涙
し
た
と
ま
で

伝
え
ら
れ

る

ほ

ど
、

親
鸞
か
ら

深
く
信

頼
さ
れ

た

弟
子
で

あ
っ

た
こ

と

が

知
ら

れ
て

い

る
。

　

彼
ら

と

比

較
し

て
、

建
長
二

年
、

二

十
七

歳
の

覚

信
尼
が

「

建
長
二

年
文

書
」

『

四

十
八

誓
願
』

の

付
属
に

価
す
る

親
鸞
高
弟
の

専

修
念

仏
者
で

あ
っ

た
と

言
え
る

だ

ろ

う
か

。

　

筆
者
は

は

な
は

だ

疑
問
と

言
わ

ざ
る

を

得
な
い

。

　

弘
長
二

年

2
二

六
二
）

卜
 

月
二

十
八

日
の

親
鸞
の

死
を

書
簡
で

知
ら
せ

て

き
た

覚
信
尼
に

対
し
て

、

恵

信
尼
は

そ
の

返
信
を

ま

ず
、

　

　
こ

ぞ

（

去

年
）

の

十
二

月
一

日
の

御
ふ

み
、

同
は
つ

か

（

二

十
日

）

あ
ま
り
に

、

た

し
か
に

み

（

見
）

候
ぬ

。

な
に

よ

り
も
殿

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
36）

　

　
（

筆
者
注
・

親

鸞）

の

御
わ

う
し

や

う
（

往
生
）

、

中
々

は

じ

め

て

申
に

お
よ

ば

ず
候

。

　
　
　
　
　

　
　

（

『

恵

信
尼
書
簡
』

第
三
通
）

と

書
き
出
し

、

自
身
と

親

鸞
と

に

ま
つ

わ

る

出
来
事
を
記
し
た

後
、

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
37）

　

　
さ
れ

ば

御
り
ん

ず
（

臨
終
）

は
い

か
に

も
わ

た

ら
せ

給
へ

、

う
た

が
（

疑
）

ひ

思
ま
い

ら
せ
ぬ

う
へ

、

　
　

　

　

　
　

（
同
右
）

と

結
ん

で
、

臨

終
の

様
子
が
ど

う
で

あ
ろ

う
と
、

そ
の

往
生
は

疑
い

な
い

こ

と

で

あ
る

と

し
て
い

る
。

　

こ

れ

ら

の

記
述
か

ら
は

、

父

の

死
を

看
取
っ

た

覚
信
尼
が

そ

の

往
生

に

疑
問
を

抱
い

た

こ

と
が

窺
わ

れ
る
し

、

そ

の

理
由
と

し

て
、

高
僧
の

臨

終
に

現
れ
る

と

さ
れ

た

奇

瑞
が

親

鸞
の

臨
終
に

は

な
か
っ

た

こ

と
、

「

糸
引
き

」

等
の

行
儀
を

行
わ
な

か
っ

た

こ

と
、

そ
れ

ど
こ

ろ

か

臨
終
に

か

な

り
苦
し

ん

だ
こ

と

す
ら

想
像
さ

れ

る

の

で

あ
る

。

　
『

恵
信
尼
書
簡
』

や

『

教
行
信
証
』

専
修
寺
本
の

識

語
か
ら

、

親

鸞
の

死
に

は

覚
信
尼

、

益
方
（

有
房
）

、

門

弟
で

は

顕

智
や

専
信
が

〔724） 88
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立

ち
会
っ

た
こ

と

が
知
ら

れ

る
。

　
『

教
行

信
証
』

浄
得

寺
本
（

西
本
願

寺
本
の

写

本
）

の

識
語
に
は

、

亡

く
な
っ

た

翌

日

の

二

十
九

日

東
山

に

葬
送
さ
れ

、

三

十
日

に

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
（
38）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
39｝

収
骨
が
行
わ

れ

た

と

記
さ
れ

て
い

る
。

（

た

だ

し
、

専

修
寺
本
に

は
二

十
九

日
に

専
信
・

顕

智
が

収

骨
し
た
と

あ
る

。

）

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
し
た
た

　

そ
の

翌
十
二

月
一

日
に

覚
信
尼
は

急
ぎ
母
に

父

の

訃
報
を

認
め

て
い

る
。

　

発
病

後
の

看
護

、

死

後
の

葬
送
・

収

骨
と

い

っ

た

多
忙
を

極
め

た

ス

ケ
ジ
ュ

ー
ル

が
一

段
落
し
、

高
弟
の

顕

智
や

専
信
に
は

聞
け
な

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ひ

そ

か
っ

た
で

あ
ろ

う
、

し
か
し

深
刻
な
疑

問
を

、

こ

の

日

覚
信
尼
は

書
簡
で

母

親
に

秘
か
に

漏
ら
し

た

の

で

は
な
か

ろ

う
か

。

　
こ

の

手
紙
は

同
月
の

「

は
つ

か

あ
ま

り
」

（

二

十
日

頃
）

に

恵

信
尼
に

届
い

て

い

る

が
、

こ

れ

に

対
し

て

恵
信
尼
は

翌

年
二

月
十
日

に

返

信
を

認
め

、

　

　
こ

の

も
ん

（

文
）

を
か

（

書
）

き
し

る

（

記
）

し

て

ま
い

ら
せ

候
も

、

い

（

生
）

き

さ
せ

給
て

候

し
ほ

ど

は
、

申
て

も

え
う

　

　
（

要
）

候
は

ね

ば

申
さ

ず
候
し

か

ど
、

い

ま

（

今
）

は

か
・

る

人
に

て

わ

た

ら
せ

給
け

り
と

も
、

御
心
ば

か

り
に

も
お

ぼ

し
め

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
40〕

　

　
（

思
召
）

せ
、

と
て

し
る

し

て

ま
い

ら

せ

候
也

。

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

（
第
四
通
）

と
、

親
鸞
が

存
命
で

あ
れ
ば

書
く
必
要
も
な

か
っ

た

が
、

没
後
の

今
、

生

前
ど
の

よ

う
な
人
と

し

て

生

き
、

そ

し

て

往
生
し
た
か
を

少

し

で

も
理

解
し

て

欲
し
く
て

書

き
記
し

た
、

と

結
ん

で

い

る
。

　

言

う
ま
で

も

な
く

、

親
鸞
の

信
念
の

特

質
は

「

現
生

正

定
聚
」

に

あ
り

、

臨

終
の

善
悪
は

問
わ
な
い

と
い

う
も
の

で

あ
っ

た
。

　

　

来
迎

は

諸
行
往
生
に

あ
り

、

自
力
の

行
者
な

る

が
ゆ
へ

に
、

臨
終
と

い

ふ

こ

と
は

諸
行

往
生
の

ひ

と

に
い

ふ

べ

し
、

い

ま
だ

真
実

　

　
の

信
心
を
ゑ

ざ
る
が

ゆ
へ

な
り

。

ま
た

十
悪
・

五

逆
の

罪
人

の

は

じ

め

て

善
知
識
に

あ
ふ

て
、

す
・

め

ら
る
・

と

き
に
い

ふ

こ

と

　

　
ば

な

り
。

真
実

信
心
の

行
人
は

、

摂
取
不
捨
の

ゆ
へ

に

正

定
聚
の

く
ら
ゐ

に

住
す

。

こ

の

ゆ
へ

に

臨

終
ま
つ

こ

と

な
し

、

来
迎
た
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・
　
、
　
、
　
、

　
、

　
、

　
、

　
、
　
、

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　（
41＞

　

　
の

む
こ

と

な
し

。

信
心
の

さ
だ

ま
る
と

き
往
生

ま
た
さ
だ
ま
る

な

り
。

来
迎

の

儀
式
を
ま
た

ず
。

　
　

　
　
（
「

末
燈
鈔
』

第
一

通）

　

　
ま
つ

善
信
が
身
に

は
、

臨
終
の

善
悪
を
ば

ま
ふ

さ

ず
、

信
心
決
定
の

ひ

と

は
、

う
た

が

ひ

な
け
れ
ば

正

定
聚
に

住
す
る
こ

と
に

て

　

　

候
な

り
。

さ
れ

ば
こ

そ

愚
痴
無

智
の

ひ

と

も
、

お

は

り

も
め
で

た

く

候
へ

。

如

来
の

御
は

か

ら

ひ

に

て

往
生

す
る

よ

し
、

ひ

と

　

　

ゐ
＼
ま
ふ

さ
れ

候
け
る

、

す
こ

し

も
た

が

は

ず
候
な

り
。

と

し
ご

ろ
、

を

の

く
に

ま
ふ

し
候
し
こ

と
、

た

が

は

ず
こ

そ

候
へ

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
（
42）

　

　
か

ま
へ

て

学
生

沙
汰
せ

さ
せ
た

ま
ひ

候
は
で

、

往
生
を
と

げ
さ
せ

た

ま

ひ

候
べ

し
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

第
六
通）

　

　

御
同
行
の

、

臨
終
を
期
し

て

と

お
ほ

せ

ら
れ

さ

ふ

ら
ふ

ら
ん

は
、

ち
か

ら
を
よ

ば
ぬ

こ

と

な

り
。

信
心
ま

こ

と

に

な

ら

せ

た
ま
ひ

　

　
て

さ

ふ

ら

ふ

ひ

と

は
、

誓
願
の

利
益
に

て

さ

ふ

ら

ふ

う
へ

に
、

摂
取
し
て

す
て

ず
と

さ
ふ

ら
へ

ば
、

来
迎
・

臨

終
を

期
せ

さ

せ

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　

　
ヘ
　

　　
ヘ

　
　　ヘ
　

　　
ヘ

　
　

　ヘ
　
　

　ヘ
　　
　
へ
　

　　
も
　

　
　
ヘ　
　

　ヘ　
　

　ヘ
　
　

　ヘ
　
　

　ヘ
　

　
　ヘ
　

　
　

　　
　

ヘ

　
　

　モ
　
　

　ヘ
　

　　ヘ
　　
　
ヘ
　

　　
ヘ
　

　
　
ヘ　
　

　ヘ
　　　ヘ
　
　

　ヘ
　
　

　ヘ
　

　
　ヘ
　

　
　
ヘ
　

　

　ヘ
　

　　
ヘ

　
　

　へ

　

　

ま
ふ
べ

か

ら

ず
と

こ

そ

お

ぼ

え
さ
ふ

ら
へ

。

い

ま
だ

信
心
さ

だ

ま
ら
ざ
ら
ん

ひ

と

は
、

臨

終
を

も
期
し

来
迎
を

も
ま
た

せ

た

ま
ふ

　

　
・

・
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
43）

　

　
べ

し
。

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

ハ
第
十
八

通
／
以
上、

傍
点
筆
者
）

　
こ

れ

ら
の

教
説
に

比
し

て
、

『

恵

信
尼
書
簡
』

の

記
述
か

ら
は
、

父

の

信
仰
・

思

想
や

行
実
に

暗
い

娘
の

姿
が

浮
か
び

上

が
っ

て

く

る
。

　

建
長
二

年
よ

り
十
二

年
後
の

弘
長
二

年
、

三

十
九
歳
の

時
点
に

お
い

て

す
ら

、

覚
信
尼
に

は

父
親
鸞
に

対
し

て

こ

の

程

度
の

理
解
し

か

な
か
っ

た

の

で

あ
り、

ま
し
て

や

建
長
二

年
時
点
の

覚
信
尼
に

親
鸞
が

安
易
に

「

建
長
二

年
文
書
」

等
を

与
え
た

と

は

到
底
考
え
ら

れ

な
い

の

で

あ
る

。

　

　

　

　

五

　
「

夢
告
」

の

「

重
さ

」

　

ま
た

、

も
し

「

建
長
二

年
文
書
」

の

授
与
が

史
実
で

あ
る

な
ら

ば
、

覚
信
尼
は

父

親
鸞
が

六
角
堂
の

救
世
菩
薩
か

ら

「

玉

女
と

し

て
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「三 夢記」考

汝
に

随
伴
し

、

そ
の
一

生

涯
を

荘

厳
し
、

臨
終
に
は

引

導
し

て

極
楽
に

生
ま
れ

さ

せ

よ

う
」

と

の

預
言
（

記

別
）

を

授
か
っ

た

人

間
だ

と

知
っ

て

い

た

こ

と

に

な

る
。

　
父

が

観
音
の

授
記
を
受
け
た
こ

と

を

知
っ

て

い

た

娘
が
果
た

し

て

そ
の

往
生
を

疑
う
で

あ
ろ

う
か

。

　
実
は
こ

れ
が

、

筆
者
が

「

建
長
二

年
文
書
」

を
偽
作
と

考
え
る

最
大
の

理

由
な
の

で

あ
る

。

　

中
世
当

時
、

「

夢
」

は
、

現
代
人
の

考
え
る

よ

う
な

深
層
意
識
の

表
れ
な

ど

で

は

な

く
、

人
間
を
超

え
た

世
界
の

、

神
仏
そ
の

他
か

ら
の

メ
ッ

セ

ー

ジ

で

あ
り
、

未
来
を
予

言
す
る

も
の

で

も
あ
っ

た
。

　

当
時
「

夢
」

を
乞
う
人
は

沐
浴

斎
戒
・

精
進
・

断
食
な
ど
の

準
備
を
し

、

一

定
の

期
間
（
三

口
、

七

日
、

二

七

日
、

三

七

日
、

九

十

日
、

百
日
）

、

聖

所
に

通
夜
参
籠
し
て

祈
念
し
た

。

　
「

暁
」

「

丑

の

時
」

「

寅
の

時
」

と

い

っ

た
他

界
と

俗
界

、

生

と

死

が
交
差

す
る

聖
な

る

時
間
に

念

願
か
な
っ

て

「

夢
の

告
げ
」

を

得

た
人
々

は
、

そ

の

「

夢
」

が

伝
え
ん

と

す
る

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

知
る

べ

く
「

夢
あ
わ

せ
」

「

夢
解
き
」

を
し

、

良
き

未
来
な
ら

ば

「

夢
語

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　（
44）

り
」

し

て

周
囲
と

共
有
し

、

悪
し

き
未

来
な
ら

ば

変
更
（
「

夢
違
え
」

）

す
べ

く
、

「

夢
祭
」

等
の

宗

教
的
措
置
を

行
っ

た
の

で

あ
る

。

　
恵

信
尼
が
『

書

簡
』

で

親
鸞
往
生
の

確
証
と

し
て

示
し
た

の

も

「

夢
」

に

関
わ
る

三
つ

の

出

来
事
で

あ
っ

た
。

　
建

仁
元
年
（

＝
一

〇

こ
、

親

鸞
に

吉
水
入
室
を
促
し

た

六
角
堂

参
籠
九

十
五

日

目
の

「

夢
」

。

恵

信
尼
自
身
が

常
陸
国
下
妻
坂
井
（

境
）

郷
で

見
た

堂
供

養
の

「

夢
」

。

霓

喜
三

年
（

一

二

三

こ
、

病

臥
中
の

親
鸞
が

見
た

『

大
経
』

の

「

夢
」

。

（

い

ず
れ

の

「

夢
」

も

親
鸞
に

よ
っ

て

「

夢
解
き

」

が

な

さ

れ

て

い

る
。

）

　
こ

れ

ら
の

「

夢
」

に

よ
っ

て

恵

信
尼
は

、

親
鸞
が
聖

徳
太
子

に

導
か
れ

て

法
然
に

入
門
し
、

以

後
折
々

の

夢
に

励
ま
さ
れ

て

専
修
念

仏
の

自
信
教
人
信
に

生
涯
を

捧
げ
た

人
で

あ
り

、

自
分
を
間

違
い

な
く
導
い

て

く
れ

る

観
音
菩
薩
の

化
現
で

あ
る

と
の

確
信
を

得
た
の
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で

あ
る

。

そ

れ

ゆ

え
恵

信
尼
に

お
い

て

は

親
鸞
の

往
生
も

、

ま
た

自
身
の

往
生
も

疑
い

の

な
い

こ

と

で

あ
っ

た
。

　
恵

信
尼
は

、

こ

れ
ら
三

つ

の

「

夢
」

に
、

父
の

行
実
を

知
ら

な
い

娘
の

疑
惑
を

打
ち
消

す
に

足
る

権
威
と

説
得
力
が
あ
る
と

考
え
た

の

で

あ
ろ

う
し

、

後
年
親
鸞
廟
堂
の

草
創
と

護
持
に

尽
く
し
た

こ

と

か
ら

み

て
、

覚
信
尼
も
こ

の

時
の

母
の

説
諭
に

納

得
し
て

疑
惑
を

撤
回
し
た

も
の

と
思
わ

れ
る

。

　
こ

れ
に

対
し

て
、

親
鸞
が

門
弟
に

「

女
犯

偈
」

を

書
写
さ
せ

て

い

た
こ

と

か
ら

見
て

覚
信
尼
は

す
で

に

「

女

犯
偈
」

を

熟
知
し
て

お

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
〔
45）

り
、

「

恵
信
尼

書
簡
』

の

記
述
は

「

都
の

人
々

が
「

親
鸞
往
生
」

に

疑
問
を
も
っ

」

た

な
ど

の

身
内

（

恵

信
尼
）

の

証
言
を

必
要
と
し

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
46）

た

周
辺
の

事
情
を

反
映
し
た

も
の

で

あ
っ

て
、

覚
信
尼
自
身
の

疑
問
に

応
え
た
も
の

で

は

な
い

、

と

す
る

見
解
も
あ
る

。

　

身
内
の

証
言
が

必

要
と
い

う
が

、

幸
便
を

得
て

そ
れ
に

託
す
と
い

う
当
時
の

郵
便
事
情
か
ら

す
れ

ば
、

恵
信
尼
の

返
信
を

得
る

の

に

多
く
の

時
間
を

要
す
る
こ

と

は

誰
し
も
自

明
の

こ

と
で

あ
っ

た

で

あ
ろ

う
。

（

現
に

恵
信
尼
の

も

と

に

親
鸞
の

訃
報
が

届
く
の

に

さ
え

二

十
目

も
か

か
っ

て

い

る
。

）

　

ま
た

、

早
急
な
返

信
を

要
請
さ
れ
た
で

あ
ろ

う
は

ず
の

恵
信
尼
は

受
信
後

、

翌

年
の

二

月
十
日
ま
で

筆
を

執
っ

て

い

な
い

。

　

親
鸞
の

往
生

に

疑

問
を

抱
い

た

者
が
い

た

と

し
て

も
、

拾
骨
に

立
ち

会
っ

た

門
弟
専

信
・

顕
智
が

当
然
否
定
し
た

で

あ
ろ

う
し

、

そ

れ

が

親
鸞
遺
弟
と

し

て

の

責
務
で

す
ら

あ
る

。

（

専
信
・

顕
智
ま
で

が

親
鸞
の

死
に

「

動
転
」

し

た
、

と

も
思
わ
れ

な
い

。

）

　

あ
え
て

身
内
の

証
言
を

、

と
い

う
な
ら

ば
、

娘
で

あ
る

覚
信
尼
が

自
身
の

知
る

「

女

犯
偈
」

と

そ
れ

に

ま
つ

わ

る

吉
水
入
室
の

伝

承

を

語
れ

ば
、

「

夢
」

の

神
秘

性
が

信
じ
ら
れ

て

い

た

当
時
の

こ

と
、

充

分
な

説
得
力
を

持
っ

て

受
け
入
れ
ら
れ

た
と

思
わ

れ
る

。

　

以

上

の

点
か

ら
、

恵
信
尼
の

証
言
を
必

要
と

す
る

外
的
状
況
は

な

く
、

余
人
を

前
に

は

口
に

で

き
な
か
っ

た

自
身
の

疑
問
を

母
親
に

な
ら

ば
、

と

秘
か

に

書
き
送
っ

た
と

筆
者
は

考
え
ざ
る

を
得
な
い

の

で

あ
る

。
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お

わ

り

に

　

以
上
の

考
察
の

結
果

、

「

建

長
二

年
文

書
」

が

実
際
に

建
長
二

年
に
覚
信
尼
に

付

与
さ

れ

た

可
能
性
は

き
わ
め

て

低

く
、

筆
者
は
こ

れ
を

後

代
の

偽
作
と

判
断
せ

ざ
る

を

得
な
い

。

　

ま
た

、

本
論
序
章
で

若
干
言

及
し
た

『

正

明
伝
』

等
の

後
代
の

親
鸞
伝
も

、

『

恵
信
尼

書
簡
』

「

存
覚
｝

期
記
』

の

記
述
と

齟
齬
を

き

た

す
内
容
で

あ
る

こ

と
か

ら

見
て
、

「

善
信
善
信

真
菩
薩
」

の
一

句
を

持
つ

建
久
二

年
の

太
子

廟
夢
告
が

史
実
と
は

思
わ

れ

ず、

「

後

序
」

の

記
し

た

元
久
二

年
の

改
名
の

契

機
で

は

な
い

と

考
え
ざ
る

を

得
な
い

。

　

元
久
二

年
の

改
名
が

「

善
信
」

へ

の

そ

れ

で

あ
る

と

す
る

旧

来
の

説
は

そ
の

根
拠
の
一

つ

を

失
っ

た

の

で

あ
る

。
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「三 夢記」考

略

号

『

親
全
』

『

集
成
』

『

定
本
親
鸞
聖

人
全
集
」

法
蔵
館、

一

九
六
九

−
七

〇
年

。

『

真
宗
史
料
集
成
』

同
朋

舎
、

一

九
七
四
ー

八
二

年。

注
（

1
）
　
『
親
全
』

四
、

二

〇
一

−
二

頁
。

（

2）
　
山
田

雅
教
「

『

親
鸞
聖
人
正

明
伝』

の

成
立
」

（

平
松
令
三

先
生

古
稀
記
念
会

編
『

平

松
令
三

先
生

古
稀
記
念
論
集
　
日

本
の

宗
教
と

文
化
』

同

朋

　
　

舎
、

一

九

八
九

年
）

参
照。

（

3）
　
『

親
全
』

一
、

三

八

二

頁
。

（

4
）
　
「

「

善
信
」

と
「

親
鸞
」

　
　

元

久
二

年
の

改
名
に
つ

い

て

（

上
・

下）
」

（
噌

親
鸞
教
学
』

七
五
・

七
六、

二

〇

〇

〇
年）

、

「

「

善
信
」

実

名
説
を
間

う

　
　（
上
・

下）
」

（

同
九
五
・

九
六

、

二

〇
一

〇

年）

参
照。
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〔
5
）
　
赤
松
俊

秀
『

本
願
寺
聖

人
伝
絵
　
序
説
』

、

前
掲

、

、
三

九
頁

。

（
6）
　
山
田

「

伝
親
鸞
作

コ．一

夢
記
」

の

真
偽
に
つ

い

て
」

、

前
掲

、

六
四

ー
五

頁
。

（
7

）

重

見
一

行
『

教
行

信
証
の

研
究

ー
そ
の

成
立
過

程
の

文
献
学
的

考
察
』

法
藏
館

、

一

九
八
一

年、

五
七

1
八

頁
。

（
8

）

　
平

松
令
三

『

親
鸞

真
蹟
の

研
究
』

法
藏
館

、

一

九
八

八

年、
　一

四
六

−
七

頁
。

（
9

）

　
『

親
全
』

二

和
讃
篇

、

＝
二

九

頁
。

（

10）
　
同
様
の

記

述
は

法
然
の

命
終
を

記
す
「

源
空

讃
」

（
「

建
暦
第
二

壬

申
歳
　
初

春
下
旬
第
五

日
」

（
『

親
全
』

二

和
讃
篇、

＝
二

六

頁
）

）

に

も
見
ら

れ

　

　
る

。

（

11
）

　
『

集
成
］

八
、

四
一

九

頁
。

（

12
）

　
『

集
成
』

八
、

四
一

九
−

二

〇

頁
。

（

13）
　
『

集
成
』

　一
、

八

六
入

頁
。

（

14）
　
『

集
成
』

一
、

九
五

〇

頁
。

（

15
）

　
「

集
成
』

八
、

四

二

〇

頁
。

（

16）
　
『

親
全
』

三

書
簡
篇

、

一

二

〇

ー
一

頁
。

（

17）
　
『

集
成
』

一
、

九
六
八

頁
。

（

18）
　

以
上
、

北
西

弘
『

覚
信
尼
の

生

涯
』

東
本
願
寺

、

…

九
八

四

年、

参
照

。

（

19）

赤
松、

前
掲

書
、

四

〇
頁

。

（
20）
　
『

日
本
国
語
大
辞
典
』

小
学
館、

参
照

。

（
21）

同

右
。

（
22）
　
今
井
雅
晴
『

恵
信
尼
消
息
に

学
ぶ
』

東
本

願
寺

、

二

〇

〇

七

年、

五

四

ー
六

六
頁

。

（
23）
　
『

親
全
』

三

和

文
篇
、

一

八

三

頁
。

（
盟
）

　

真
宗
高
田

派
教
学
院
編

「

影
印
高
田

古
典
』

　一
、

一

九

九
六

年
、

参
照。

（
25
）

専

修
寺
蔵

「

慶
信
上
書
」

（

『

親
全
』

三
書
簡
篇、

一

五

頁
）

参
照

。

（
26
）

　
『

親
全
』

三

害
簡
篇、

一

三

二

頁
。

（

27V

　
『

親
全
』

三

書
簡
篇、

一

〇
七

頁
。

（
28）
　
「

善
鸞
義
絶
状
」

（

『

親
全
』

三

書
簡
篇

、

四

〇

頁
）

参
照

。
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考訓夢匡

（

29
）
　
赤
松

『

鎌
倉
仏
教
の

研
究
』

平
楽
寺
書
店、

一

九
五

七

年、

一
一

〇

1
三

頁
。

（

30）
　
『

影
印
高
田
古
典
』

一
、

六
〇

五

1
六
頁
「

解
説
」

。

（

31）
　
平
松
「

新
知
見
の

親
鸞
聖
人

筆
本
縁
経
要
文
」

（

コ

咼

田

学
報
』

九
二
、

二

〇
〇

四

年）

参
照

。

（

32）
　
今
井

、

前
掲
書

、

五

四
…

七

頁
。

（

33）
　
『

親
全
』

三

書
簡
篇

、

二

〇

九

ー
一

〇
頁

。

（

34）
　
遠

藤
一

「

坊
守
以

前
の

こ

と

　
夫
と

妻、

真
宗

史
に

お

け
る

女
性
の

属
性
」

（
大
隅
和
雄
・

西
口
順
子

編
『

シ
ー2
ー

ズ

女
性
と

仏
教
3
　
信
心
と

供

　

　
養
』

平

凡
社

、

一

九

八
九
年）

、

七
三

頁
。

（
35）
　

専
修

寺
蔵
「

蓮
位
添
状
」

（
『

親
全
』

三

書

簡
篇

、

二

〇

ー
二

頁）

参
照

。

（
36V

　
『

親
全
』

三

書
簡
篇

、

一

八
七

頁
。

（

37）
　
『

親
全
』

三

書
簡

篇
、

一

九
〇

頁
。

（

38）
　

真
宗
大
谷
派

教
学
研
究
所
編

『

親
鸞
聖
人
行
実
』

東
本
願
寺

、

二

〇

〇
八

年
、

二

八

五
頁

。

（

39）
　
『

専
修
寺
本
　
顕

浄
土

真
実
教
行
証

文
類』

法
賊
館、

一

九
七
五

年
、

二

二
、

三

七
六
、

五
一

四
頁
参
照

。

（

40）
　
『

親
全
』

三

書

簡
篇

、

一

九
ニ

ー
三

頁
。

（

41）
　
『

親
全
』

三

書

簡
篇

、

五

九

−
六
〇

頁
。

（

42）
　
『

親
全
』

三

書

簡
篇

、

七
五

頁
。

（

43）
　
『

親
全
』

三

書

簡
篇

、

一

〇

五

頁
。

（

44）
　
酒
井

紀
美
『

夢
解
き
・

夢
語

り
の

中
世
』

朝
日
新

聞
社

、

一
．

○

〇
一

年
、

参
照。

（

45）
　
西
口

順
子

『

中
世
の

女
性
と

仏

教
』

法
藏
館、

二

〇

〇

六

年
、

一

三
一

頁
。

（

範
）

西
口
、

前
掲

書
、

一

五

〇
1
一

頁
。

付
記

　

小
論
の

執

筆
に

際
し
て

山
田
雅
教
の

論
考
「

伝
親
鸞
作

コ

ニ

夢
記
」

の

真
偽
に
つ

い

て
」

、

大
な
教
示
を
頂
い

た
。

擱
筆
に
当
た

り
改
め

て

謝
意
を
表
す
る

次
第
で

あ
る

。

「

再

論
　
伝
親
鸞
作
「

三
夢

記
」

の

真
偽
に
つ

い

て
」

よ

り
多
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        The  Attached Description of
  The  Record  ofShinrtznls Three Dreams

Did Shinran Give The 1?ecord ofShinranls Three  Dreams

 to His  Youngest  Daughter  Kakushinni  as  a  Memento?

NAGATANI  Hironobu

In this article  I will  use  the attached  description to prove  that The Record

of Shinran's Three  Dreams  is a forgery. The  Record of Shinran's Tltree
Dreams  is considered  a forgery by many  scholars  due mainly  to issues of

writing  style;  I will  instead demonstrate this by  examining  Kakushinni's

mental  state,  as  hypothesized from  a  letter addressed  to her from Eshinni.
I wi11 then  show  clearly  that Kannon's  prophecy  to Shinran at  Prince

Sh6toku's mausoleum  in Shinaga (in 1191, when  Shinran was  19 years of

age)  is also  not  a historical facL In doing so,  this will  expose  as  question-

able  the  accepted  notion  of  Shinran's name  change  from  Shakku to Zenshin

in the secend  year  of  the Genkytt era  (A.D. 1205).
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